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A. 研究目的 

32 指標について QI算定を行い、他施設

との比較検討を行い、連携病院への活用

を行うことで、拠点病院および連携病院

の診療の向上を目的とする。 

B. 研究方法 

拠点病院においては、合計 32指標につ

いて QI算定を行った。近畿ブロック

17 施設の連携病院（主にカテゴリー

１）においては、22の指標について評

価を行い、他施設との比較を行った。 

（倫理面への配慮） 

該当せず 

C. 研究結果 

 専門医や専門職種等の配置に関する

指標は連携病院に比べて拠点病院が多

い傾向にあったが、連携施設において

も概ね十分な人材配置がなされていた。 

学習支援面では、拠点病院と連携病院

において院内学級転籍率が平均 91％、

83％と、ほぼ義務教育期間の学習支援

については整備が整っているものの、

コロナ禍でオンライン授業の普及がな

されたことから、現席校に在籍のまま

授業を継続する形態などが出てくる場

合など、今後院内学級の在り方に変化

がみられる可能性がある。 

 小児がん拠点病院において、緩和研

修 PEASEや CLICの受講率は合わせると

ほぼ 100％と上昇しつつあるのに対し

て、近畿ブロックでの連携病院におい

ては緩和チームの受講率は少ない施設
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も散見された。拠点病院における死亡

前の転院率は年々増加傾向にあるが、

近畿ブロックの連携施設での死亡退院

患者数は多くはない。ターミナル期を

自宅により近い、連携施設以外の施設

や在宅訪問医療機関などに紹介してい

る可能性があり、新たな連携の様式が

確立されつつあるものと推定された。

近畿ブロックでは、在宅施設の調査と

情報共有を行っており、引き続き患者

のケアにこの活用を行っていく方針で

ある。。 

 

D. 考察 

近畿ブロック 17 の連携病院の QI 調査

では、専門医数等は概ね十分な人材配置

がなされていた。拠点病院と連携病院に

おいて院内学級転籍率が平均 91％、

83％と、ほぼ義務教育期間の学習支援

については整備が整ったが、オンライ

ン授業の普及から、今後教育の提供ス

タイルの変化が生じる可能性がある。 

拠点病院における死亡前の転院率が

年々増加傾向にあり、在宅訪問医療機

関など新たな連携の様式が確立されつ

つある。これらの在宅施設の調査と情

報共有が重要である。 

E. 結論 

オンライン授業の普及から、今後教

育の提供スタイルの変化が生じる可能

性がある。在宅訪問医療機関など新た

な連携の形とそれらの施設の調査と情

報共有が重要である。 

F. 健康危険情報 

 該当なし 
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療の現状と今後 第２回群馬小児がんセ

ミナー.2022年3月2日：web開催 

２． 特別講演 家原知子 小児がん治療の変

遷と課題 第447回日本小児科学会京都地

方会. 2022年5月8日：web開催 
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年6月12日：web開催. 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1. 特許取得 

該当なし 

2. 実用新案登録 

該当なし 

3. その他 
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